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第 48号

会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
同
窓
会

活
動
に
ご
理
解
ご
尽
力
を
賜
り
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
11
月
17
日
開
催
の
第
43

回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
任
期
満

了
に
伴
い
、
規
約
第
7
条
第
2
項

に
よ
り
役
員
会
の
推
薦
と
総
会
で

の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
再
度
会
長

を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
窓
会
が
発
足
し
て
43

年
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
で
あ
る

卒
業
生
の
皆
様
方
や
、
本
部
並
び

に
各
支
部
役
員
の
方
々
の
ご
協
力

３
期
目
会
長
就
任
に
際
し
て

同
窓
会　

会
長　

山
崎　

好
美　
　

を
得
な
が
ら
規
約
第
9
条
に
よ
り

更
に
1
期
2
年
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

3
月
に
は
卒
業
生
2
3
6
名

を
迎
え
て
、
会
員
数
は
2
1
︐

2
0
0
名
を
超
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
会
員
達
は
奇
し
く

も
平
成
最
後
の
卒
業
生
と
な
り
ま

し
た
。

4
月
に
は
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー

ル
に
て
平
成
31
年
度
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
沢
山
の
ご
父
兄
も
出
席
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生
は

3
6
9
名
、
編
入
生
4
名
で
す
。

今
年
も
定
員
数
以
上
の
学
生
を
確

保
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学

側
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
こ

数
年
来
志
願
者
数
も
増
加
傾
向
に

あ
り
優
秀
な
学
生
が
数
多
く
入
学

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、

今
年
の
女
子
学
生
の
割
合
は
20
％

超
で
す
。

学
科
新
設
に
つ
い
て
は
、
経
営

情
報
学
科
に
『
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
コ
ー
ス
』
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

特
色
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
入
り
口

と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
知
識
や
理
論
を

取
得
し
、
そ
こ
で
得
た
知
識
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
地
域
社
会

と
、
あ
る
い
は
企
業
に
効
果
を
も

た
ら
し
活
性
化
で
き
る
か
学
ぶ
こ

と
で
す
。
来
年
の
春
に
は
1
期
生

が
入
学
す
る
予
定
で
す
。

さ
て
、
今
年
の
定
期
総
会
は
元

号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
最

初
の
総
会
で
す
。
11
月
9
日（
土
）

に
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催

を
し
ま
す
。

総
会
で
は
、
毎
回
の
事
で
は
あ

り
ま
す
が
活
動
報
告
・
決
算
報
告

等
々
の
審
議
、
承
認
を
お
願
い
す

る
事
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
出
席
を
し
て
頂
い
て
ご

意
見
、
ご
提
案
等
々
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

こ
の
会
報
紙
は
会
員
で
あ
る
卒

業
生
の
皆
様
方
と
同
窓
会
と
を
結

ぶ
大
事
な
情
報
紙
で
す
。
年
1
回

の
発
行
で
す
が
会
員
の
皆
様
が
知

り
た
い
情
報
を
提
供
出
来
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



清水雅彦理事長

小林雅人学長

お子さまをつれて

支部名産品の数々

山崎好美同窓会会長
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第
43
回　

定
期
総
会
・
懇
親
会

第
５
回　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（
新
３
号
館
に
て
）　



定期総会の前、12時より支部長会議が行なわれました。
支部総会への集客について、なかなか解決策が見つか
りません。
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2018年度収支予算書
自　2018年10月 1 日
至　2019年 9 月30日

収入の部 単位：円
科　　目 予算額

Ⅰ　会費収入 11,500 ,000
Ⅱ　事業収入 0
Ⅲ　資産運用収入 5,000
Ⅳ　雑収入 0
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 11,505 ,000
前期繰越収支差額 51,514 ,740
収入合計（B） 63,019 ,740

支出の部 単位：円
科　　目 予算額

Ⅰ　事業費 2,200 ,000
Ⅱ　準会員支援金 4,070 ,000
Ⅲ　組織強化費 3,200 ,000
Ⅳ　管理費 3,350 ,000
当期支出合計（C） 12,820 ,000
当期収支差額（A）−（C） -1,315 ,000
次期繰越収支差額（B）−（C） 50,199 ,740

2017年度収支計算書
自　2017年10月 1 日
至　2018年 9 月30日

収入の部 単位：円
科　　目 決算額

Ⅰ　会費収入 11,430 ,000
Ⅱ　事業収入 852,000
Ⅲ　資産運用収入 4,289
Ⅳ　雑収入 28,966
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 12,315 ,255
前期繰越収支差額 52,294 ,484
収入合計（B） 64,609 ,739

支出の部 単位：円
科　目 決算額

Ⅰ　事業費 3,824 ,248
Ⅱ　準会員支援金 3,413 ,800
Ⅲ　組織強化費 3,008 ,648
Ⅳ　管理費 2,848 ,303
当期支出合計（C） 13,096 ,999
当期収支差額（A）−（C） -779 ,744
次期繰越収支差額（B）−（C） 51,514 ,740

2017年度　事業報告
（自　2017年10月 1 日　至　2018年 9 月30日）

1 ．定期総会の開催
2 ．同窓会報・ホームページ等による情報発信
3 ． 本部・支部及び各支部間の連携強化（会員増強のための情

報提供）
4 ．支部設立の推進
5 ．会員名簿の整備及び管理
6 ．本部総会・各支部総会への会員出席者の向上
7 ．在学生への援助（奨学金・課外活動）
8 ．経費の節減
9 ．事業実績
　2017年

10月13日　第50回大学祭（飯山祭）へ支援
11月14日　第12回全日本学生剣道オープン大会出場支援
11月18日　平成28年度定期総会（第42回）開催

　2018年
2 月26日　卒業事業委員会へ支援
3 月17日　 平成29年度学位記授与式・記念品贈呈・卒業記念パー

ティー出席
4 月 1 日　 平成30年度入学式出席
4 月３日　特待生・同窓会奨学生懇談会出席
5 月14日　留学生課外活動支援
5 月29日　奨学金贈呈（同窓会奨学生）
6 月４日　大学主催の育友会・同窓会との意見交換会出席
9 月20日　奨学金贈呈（同窓会奨学生）
9 月30日　 同窓会会報第47号発行
9 月30日　大学へベンチ寄贈

2018年度　事業計画
（自　2018年10月 1 日　至　2019年 9 月30日）

1 ．定期総会の開催
2 ．同窓会報、ホームページ等による情報発信
3 ．本部・支部及び各支部間の連携強化（会員増強のための情報提供）
4 ．支部設立の推進
5 ．会員名簿の整理及び管理
6 ．本部総会・各支部総会への会員出席者の向上
7 ．在学生への援助（奨学金・課外活動）
8 ．経費の節減

【支部及び支部長一覧】
都道府県支部 広島支部 支部長 風呂　実雄 （第10期）
 関西支部  林　　永年 （第10期）
 福島支部  斎藤　晋一 （第16期）
 静岡支部  山﨑　　成 （第 4 期）
 新潟支部  吉井　道代 （第18期）
 群馬支部  鈴木　清照 （第 8 期）
 宮城支部  小松　　智 （第 8 期）
 四国支部  宇都宮吉彦 （第11期）
 長野支部  春日　健三 （第 3 期）
 韓国支部  元　　義宰 （第31期）
運動・研究会 剣道部支部  柴崎　雅治 （第19期）
　　関連支部 ハンドボール部支部  滝上　　徹 （第 5 期）
 経営情報システム研究支部  滝口　　猛 （第10期）
 飯山会支部  植木　茂雄 （短 2 期）
職域支部 観光産業支部  杉原　一光 （第 2 期）
 教員支部  和内　広行 （第18期）
 会計人会支部  高崎　洋一 （第28期）
 不動産支部  持丸　浩一 （第14期）

2017年度貸借対照表
2018年 9 月30日　現在

単位：円
資　産　の　部 負債及び正味財産の部

科　目 金　額 科　目 金　額
1．現　　金 208,024 1．正味財産 54,014 ,740
2．普通預金 9,954 ,536
3．定期預金 43,852 ,180
資 産 合 計 54,014 ,740 負債・正味財産合計 54,014 ,740



社会という壁にぶつかっても負けるな！236名の若者がはばたいて行きました。

2019年3月16日（土）横浜商科大学体育館にて
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平
成
30
年
度

　
学
位
記
授
与
式

卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
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ご
挨
拶
に
か
え
て

　

〜
商
大
2
0
2
0
新
た
な
挑
戦
〜

商
学
部
長　
佐
々
　
徹
　
教
授
　

横
浜
商
科
大
学
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
・

研
究
活
動
に
多
大
な
る
ご
協
力
と

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
も
ご
存
知
の
と

お
り
、
来
年
は
半
世
紀
ぶ
り
に

東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

2
0
2
0
年
は
、
日
本
の
ス
ポ
ー

ツ
史
に
お
い
て
永
遠
に
語
り
継
が

れ
る
一
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
、
本
学
で
は
新
た
に
経
営
情

報
学
科
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
機
能
と
特
性
、

そ
れ
が
持
つ
価
値
や
魅
力
を
引
き

出
し
て
、
こ
れ
ら
を
社
会
の
発
展

や
私
た
ち
の
幸
福
の
実
現
に
つ
な

げ
る
事
業
や
活
動
を
継
続
し
て
推

進
す
る
力
で
す
。
本
学
が
開
設
す

る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
で
は
、
そ
の
力
を
構
成
す
る
知

識
や
ス
キ
ル
を
４
年
間
で
学
ん
で

い
き
ま
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

を
目
指
す
コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

い
う
言
葉
が
日
本
で
も
普
及
し

始
め
た
の
は
、
1
9
9
0
年
代

に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

2
0
0
7
年
に
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
」
が
設
立
さ

れ
、
こ
の
分
野
の
研
究
と
教
育
が

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

本
学
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
教
育
を
始
め
た
の
は
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
で
す
。
2
0
0
5
年
度

入
学
者
か
ら
の
教
育
課
程
で
導
入

し
た
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

コ
ー
ス
」（
選
択
制
の
専
門
科
目

コ
ー
ス
）
の
１
つ
に
「
ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
を
設
置

し
ま
し
た
。「
教
養
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
科
学
」、「
地
域
社
会
と
ス

ポ
ー
ツ
」、「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
」、「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
研

究
」
等
の
12
科
目
を
２
年
生
か
ら

必
修
で
学
ぶ
コ
ー
ス
で
す
。当
時
、

こ
れ
ほ
ど
整
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
え
て
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
教
育
に
取
り
組
む
大
学
は
体
育

学
系
の
学
部
を
含
め
て
も
ま
だ
少

な
く
、
商
学
や
経
営
学
系
の
学
部

に
お
い
て
は
ま
さ
し
く
先
駆
的
で

し
た
。

実
は
、
こ
の
コ
ー
ス
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
、
大
学
に
提

案
し
た
の
は
、
本
学
の
教
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
当
時
は
大

学
院
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た

本
学
卒
業
生
の
奈
良
堂
史
さ
ん

（
2
0
0
3
年
3
月
卒
業
。
現
在

は
関
東
学
院
大
学
准
教
授
）で
す
。

彼
が
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

教
育
の
重
要
性
に
早
く
か
ら
着
目

し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
て

コ
ー
ス
の
開
設
を
提
案
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
本
学
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

育
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
卒
業
生
が
蒔
い
た
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
種
が
芽

を
出
し
、
成
長
し
、
15
年
を
経
て

入
学
定
員
60
名
の
「
経
営
情
報
学

科
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
」
と
い
う
大
き
な
果
実
に
な
り

ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

か
く
し
て
実
を
結
ん
だ
本
コ
ー
ス

と
、
本
学
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
さ
ら
な
る
発

展
に
対
し
ま
し
て
、
ご
協
力
・
ご

支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
幸
い

で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
始
ま
る
本

学
の
新
た
な
挑
戦
を
、
ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。
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本
学
の
税
理
士
・
日
商
簿
記
講

座
（
1
級
･
2
級
･
3
級
）
は
、

同
窓
会
会
計
人
会
（
当
時
）
の
全

面
的
な
協
力
を
得
て
、
平
成
13
年

度
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
講
師
陣
は
、
本
学
の

O
B
・
O
G
の
税
理
士
を
中
心
に

正
規
の
講
義
時
間
の
2
倍
～
3
倍

の
時
間
を
か
け
て
個
別
指
導
ま
で

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
成
果

が
「
公
認
会
計
士
試
験
・
税
理
士

試
験
・
日
商
簿
記
1
級
合
格
者
数

一
覧
表
」
に
表
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
高
校
在
学
中
に
日

商
簿
記
1
級
を
取
得
し
た
者
は
、

本
学
特
待
生
と
し
て
、
入
学
金
・

授
業
料
等
の
学
納
金
を
全
額
免
除

さ
れ
、
ま
た
、
在
学
中
に
日
商
簿

記
1
級
取
得
者
も
特
待
生
と
し
て

授
業
料
等
を
免
除
さ
れ
、
さ
ら
に
、

在
学
中
に
税
理
士
試
験
の
科
目
合

格
者
も
特
待
生
と
し
て
授
業
料
を

免
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
変
遷
を
経
て
、
現
在
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

資
格
取
得
講
座
が
継
続
し
て
い
ま

す
。

ち
な
み
に
、
今
年
度
秋
期
受
講

者
数
は
、
税
理
士
講
座
７
人
、
日

商
簿
記
講
座
１
級
34
人
、
２
級
17

人
、
３
級
14
人
で
す
。

講
座
開
設
当
時
を
振
り
返
る

と
、
特
待
生
制
度
の
導
入
、
講
座

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
講
師
陣

の
選
定
と
依
頼
等
々
、
当
初
か
ら

関
わ
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
望

外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
嶋
裕
前
会
長
、山
崎
好
美
会
長
、

高
岡
周
一
郎
副
会
長
に
は
、
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
ほ
ど
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

在
学
中
の
税
理
士
試
験
2
科
目

合
格
者
は
8
人
も
出
て
お
り
、
学

生
の
努
力
と
講
師
の
先
生
方
の
情

熱
溢
れ
る
指
導
の
結
果
が
顕
著
に

表
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
学
生
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
講
師
の
先
生
方

の
情
熱
溢
れ
る
ご
指
導
を
期
待

し
、
同
窓
会
の
今
ま
で
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

商
学
科
長
・
図
書
館
長
・
教
授

　
　
　
　
　

佐
藤　

義
文

公
認
会
計
士
・
税
理
士
試
験
・

簿
記
一
級
合
格
者
数
に
つ
い
て

年　度 公認会計士 簿記論 財務諸表論 法人税法 消費税法 日商簿記1級

在学生 卒業生 在学生 卒業生 在学生 卒業生 在学生 卒業生 在学生 卒業生 在学生 卒業生
平成14年度 1 1 1 1
平成15年度 2 1
平成16年度 1 1
平成17年度
平成18年度 3
平成19年度 1 1 1 1
平成20年度 1 1 1 1
平成21年度 1 1 1 1
平成22年度 1
平成23年度 1 1
平成24年度 2 1
平成25年度 1
平成26年度 2 1
平成27年度 1 1
平成28年度 2 1 2
平成29年度 2 1
平成30年度 2

合　計 4 17 14 1 1 9

公認会計士試験・税理士試験・日商簿記1級　合格者数一覧表

会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す

る
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
会

と
し
て
も
設
立
か
ら
各
支
部
設

立
に
対
し
て
も
多
大
な
ご
尽
力

を
頂
い
た
『
宮
原
義
友
』
先
生

（
元
学
長
・
名
誉
教
授
）
が
今

年
の
1
月
1
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

私
自
身
も
商
大
入
学
試
験
当

日
筆
記
試
験
終
了
後
の
面
接
で

は
宮
原
先
生
が
面
接
官
で
応
対

さ
れ
た
事
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
運

営
に
携
わ
っ
て
以
降
様
々
な
場

面
で
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
戴
し
た
事
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。
会
と
し
て
も
大
き

な
精
神
的
な
支
柱
を
失
っ
た
感

が
あ
り
ま
す
。

“
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。”

　
　

同
窓
会
会
長山

崎　

好
美

訃
報

　
（
元
学
長
・
名
誉
教
授
）

　

宮
原
義
友　

ご
逝
去　
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商
学
部
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
卒
業

古
田
　
桜

平
成
31
年
3
月
に
横
浜
商
科
大

学
を
卒
業
後
、
新
社
会
人
に
な
り

ま
し
た
。
入
社
後
は
新
た
に
学
習

す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
非
常
に

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。現

在
改
め
て
商
大
で
の
学
生
生

活
を
振
り
返
る
と
、
春
季
は
講
義

と
所
属
し
て
い
た
弓
道
部
の
活

動
、
夏
季
休
暇
は
部
活
動
と
ゼ
ミ

の
合
宿
、
秋
季
は
講
義
と
試
合
、

冬
季
も
休
暇
期
間
は
部
活
動
と
、

過
去
の
学
生
生
活
と
比
較
し
て
積

極
的
に
行
動
し
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
私
が
得
た
事
は
、

視
野
を
広
く
持
つ
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
り
ま

す
。一

つ
め
に
、
ゼ
ミ
で
は
羽
田
ゼ

ミ
に
所
属
し
観
光
を
学
び
、
卒
業

テ
ー
マ
と
し
て
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

関
し
て
研
究
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
活

動
で
は
、
仮
設
を
立
て
調
査
を
行

い
理
解
を
深
め
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
た
。

最
初
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
、
着
眼
点
が
絞
れ
ず
事
後
学
習

で
も
十
分
に
意
見
を
出
す
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
日

光
や
京
都
で
の
合
宿
を
重
ね
、
場

数
を
踏
む
こ
と
で
課
題
点
や
考
察

す
る
際
の
基
準
を
探
し
出
せ
る
ま

で
に
進
歩
し
ま
し
た
。
特
に
卒
論

に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献
と
し
て

他
大
学
の
論
文
等
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
調
査
し
て
知
識
を
得
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
講
義
で

は
宿
泊
や
交
通
等
興
味
の
あ
る
学

問
を
第
一
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
講
師
の
方
か
ら
教
わ
る
こ
と

で
、
学
問
に
対
す
る
面
白
さ
を
体

感
し
ゼ
ミ
の
学
習
に
反
映
さ
せ
ら

れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
め
に
、
弓
道
部
の
活
動
に

お
い
て
、
基
礎
の
大
切
さ
を
習
得

し
ま
し
た
。

入
部
当
時
は
弓
を
引
く
技
術
が
最

も
大
切
だ
と
思
い
込
み
が
有
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
審
査
や
試
合
へ

の
出
場
機
会
が
増
え
、
矢
を
放
つ

ま
で
の
動
作
一
つ
で
も
欠
如
す
る

と
全
体
の
完
成
度
が
満
足
い
く
も

の
に
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
的
に
的
中
せ
ず
苦
戦
し

て
い
る
場
合
、
フ
ォ
ー
ム
等
初
期

に
教
わ
っ
た
内
容
を
再
度
復
習
す

る
事
で
解
決
出
来
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
困
難
な
時

は
基
礎
や
初
心
に
戻
る
こ
と
を
身

を
以
て
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
に
よ
り
、
商
大

で
は
悔
い
の
な
い
学
生
生
活
が
送

ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

商
大
に
入
学
し
卒
業
す
る
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
、
興
味
を
持
っ
た
物

事
に
関
し
て
先
ず
は
取
り
組
み
、

自
分
の
経
験
や
思
考
の
幅
を
広
げ

て
頂
き
た
い
で
す
。
今
後
は
、
自

分
の
行
動
を
社
会
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
で

す
。

商
学
部
経
営
情
報
学
科
卒
業

前
田
　
智
哉

私
の
大
学
で
の
思
い
出
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
大
学
生
活
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
緊
張
し
た
気
持
ち
で

臨
ん
だ
入
学
式
。
今
ま
で
の
高
校

の
授
業
と
は
違
う
、
90
分
の
授
業

を
初
め
て
受
け
た
時
に
ヘ
ト
ヘ
ト

に
な
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

る
。
大
学
生
活
で
の
不
安
は
S
A

の
先
輩
方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
解

消
さ
れ
、
落
ち
着
い
た
気
持
ち
で

新
し
い
大
学
生
活
を
始
め
る
こ
と

が
出
来
た
。
学
校
の
中
に
コ
ン
ビ

ニ
や
カ
フ
ェ
が
あ
る
こ
と
が
目
新

し
く
、
昼
食
を
取
る
場
所
に
迷
っ

た
の
も
思
い
出
さ
れ
る
。

2
年
生
か
ら
始
ま
っ
た
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
は
、
同
級
生
と
「
子
供

の
成
長
と
発
達
」
に
つ
い
て
研
究

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
な
が

ら
、
発
表
し
て
よ
り
理
解
を
深
め

て
い
っ
た
。
ゼ
ミ
と
共
に
始
ま
っ

た
教
職
課
程
で
は
通
常
の
授
業
と

教
職
の
授
業
の
両
立
に
苦
労
し
な

が
ら
も
、
教
員
と
し
て
の
基
礎
の

勉
強
を
努
め
て
い
っ
た
。

3
年
生
で
は
教
育
実
習
に
向
け

た
模
擬
授
業
に
取
り
組
ん
だ
。
放

課
後
空
い
た
教
室
で
練
習
し
な
が

ら
、
自
分
な
り
の
授
業
を
組
み
立

て
て
い
っ
た
。
模
擬
授
業
の
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
新
し
い
発
見
が

あ
り
、
同
級
生
の
模
擬
授
業
を
受

け
て
み
る
と
そ
の
人
の
個
性
が
出

て
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
仲

間
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

も
っ
と
良
い
授
業
が
出
来
る
よ
う

に
工
夫
し
て
き
た
1
年
で
あ
っ

た
。4

年
生
で
は
い
よ
い
よ
始
ま
っ

た
教
育
実
習
と
卒
業
論
文
に
追
わ

れ
た
期
間
で
あ
っ
た
。
模
擬
授
業

で
1
年
間
練
習
を
し
て
き
た
が
、

実
際
の
教
育
の
現
場
で
授
業
を
す

る
こ
と
は
練
習
と
は
異
な
り
、
授

業
の
ポ
イ
ン
ト
の
伝
え
方
や
、
生

徒
と
の
交
流
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

教
育
実
習
と
い
う
貴
重
な
機
会
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
自
分
の
全
力

を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

卒
業
の
集
大
成
と
し
て
卒
業
論

文
に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
ゼ
ミ
で

学
ん
だ
子
供
の
成
長
と
発
達
か
ら

「
学
校
教
員
の
長
時
間
労
働
問
題

に
つ
い
て
」
を
卒
論
と
し
て
ま
と

め
た
。
当
初
、
提
出
す
る
文
字
数

の
多
さ
か
ら
自
分
が
本
当
に
書
き

上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
心
配

に
な
っ
た
が
、
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が

ら
な
ん
と
か
書
き
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
。

こ
の
よ
う
に
4
年
間
の
思
い
出

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
自
分
の

大
学
生
活
は
本
当
に
後
悔
な
く
や

り
切
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。「
も
っ

と
や
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。
だ

が
、
過
去
を
い
く
ら
振
り
返
っ
て

も
戻
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
私

た
ち
が
生
き
て
い
る
の
は
「
今
」

で
あ
る
。
大
学
で
の
思
い
出
を
胸

に
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
歩
む
た

め
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
こ
う
と

思
う
。

新
会
員
紹
介
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支
援
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。

今
後
も
群
馬
支
部
は
試
行
錯
誤

を
重
ね
な
が
ら
、
前
へ
進
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
同
窓
会
の
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

飯
山
会
支
部

令
和
元
年
6
月
16
（
日
）
12
時

よ
り
本
学
卒
業
生
の
稲
垣
氏
が
勤

務
す
る
ホ
テ
ル
横
浜
キ
ャ
ロ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
（
横
浜
駅
西
口
）
に
て

出
席
者
18
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
は
上
程
議
案
全
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
年
齢

に
合
わ
せ
て
和
食
コ
ー
ス
で
し
た

が
、
皆
、
少
し
物
足
り
な
い
様
子
。

関
西
支
部
長

　
林
　
永
年

平
成
30
年
12
月
1
日
（
土
）
午

後
０
時
30
分
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
て
支
部
会
員
４
名
出

席
。
大
学
よ
り
商
学
部
長
佐
々
徹

教
授
、
観
光
産
業
支
部
長
・
杉
原

氏
の
出
席
を
頂
き
、
開
催
さ
れ
た
。

上
程
議
案
全
て
承
認
さ
れ
、
そ
の

他
と
し
て
支
部
活
性
化
支
援
金
を

「
支
部
旗
」
作
成
の
為
、
申
請
す
る

こ
と
も
全
員
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

当
支
部
総
会
は
昨
年
か
ら
第
一

土
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
大
阪
駅

近
辺
に
変
更
し
た
が
、
参
加
者
の

増
員
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
の
は
残

支
部
だ
よ
り

念
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
若
い
方
々

の
知
恵
を
借
り
支
部
活
動
を
活
性

化
し
た
い
。

ま
た
、
夏
の
総
会
は
毎
年
8
月

又
は
9
月
の
平
日
の
夕
刻
に
大
阪

市
内
で
開
催
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

企
画
を
考
え
て
い
る
の
で
、
是
非

出
席
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、
支
部
旗
の
作
成
に
あ

た
り
、
山
崎
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、

同
窓
会
事
務
局
、
大
学
の
関
係
者
、

支
部
会
員
な
ど
の
皆
様
の
応
援
が

あ
り
令
和
元
年
５
月
28
日
に
完
成

し
た
。

心
よ
り
皆
様
に
感
謝
し
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

静
岡
支
部
長

山
﨑
　
成

第
22
回
支
部
総
会
を
令
和
元
年

6
月
30
日
午
後
1
時
よ
り
静
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋
に
て
開
催

（
出
席
者
8
名
）

今
年
の
総
会
は
、
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
県
の
卒
業
生
に
も
ご
案
内
を

し
て
、
四
県
合
同
で
の
開
催
を
企

画
し
ま
し
た
。

大
学
よ
り
佐
々
学
部
長
、
本
部

よ
り
高
岡
副
会
長
、
東
京
よ
り
志

田
様
の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
支
部
名
を
「
東
海
支

部
」
に
変
更
し
て
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
県
の
卒
業
生
を
含
め
た
四
県

体
制
に
つ
い
て
の
提
案
を
し
た
と

こ
ろ
、
出
席
会
員
か
ら
協
力
的
な

意
見
を
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
後
は
佐
々
学
部
長
よ
り
大

学
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
あ
と
懇

親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
少
人
数
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
変
に
会
話
が
は
ず

み
、
良
い
感
じ
で
時
間
が
流
れ
ま

し
た
。
今
回
は
愛
知
県
の
神
納
さ

ん
（
19
期
卒
）
1
名
の
み
の
出
席

で
し
た
が
、
次
回
は
愛
知
・
岐

阜
・
三
重
県
か
ら
も
多
数
の
会
員

と
懇
親
が
深
め
れ
ば
幸
い
に
思
い

ま
す
。

で
は
、
今
後
と
も
会
員
の
皆
様

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

群
馬
支
部
長

　
鈴
木
　
清
照

令
和
元
年
7
月
13
日
（
土
）、

高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

に
て支

部
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
い

た
っ
て
単
純
な
も
の
で
し
た
。
観

光
産
業
支
部
長
の
杉
原
氏
か
ら
同

窓
会
本
部
の
総
会
に
誘
わ
れ
、
そ

こ
で
、
い
く
つ
か
の
地
方
支
部
の

存
在
を
知
り
ま
し
た
。

群
馬
に
も
支
部
が
あ
れ
ば
、
本

部
の
総
会
に
出
席
し
な
く
て
も
良

い
の
で
は
と
の
思
い
か
ら
、
本
部

事
務
局
に
、
群
馬
支
部
設
立
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

早
々
に
必
要
な
資
料
が
送
ら
れ
て

き
た
た
め
、
私
が
設
立
手
続
き
を

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で

す
。新

潟
支
部
設
立
の
手
順
等
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

半
年
間
は
、
群
馬
県
在
住
の
卒
業

生
と
電
話
連
絡
を
取
り
、
又
直
接

会
っ
て
打
合
せ
を
重
ね
、
や
っ
と

の
思
い
で
「
設
立
総
会
」
に
こ
ぎ

つ
け
た
事
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。
そ
の
後
、
支
部
会
報
「
上
州

か
ら
っ
風
」
を
発
行
し
、
活
発
な

活
動
を
会
員
の
方
々
に
発
信
し
ま

し
た
が
、
予
算
削
減
の
為
た
だ
今

休
刊
中
で
す
。
是
非
ま
た
復
活
さ

せ
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。支

部
総
会
「
第
15
回
」
を
令
和

元
年
７
月
13
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
事
は
支
部
会
員
の
皆
様

と
役
員
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
で
あ
り
、
本
部
の
皆
様
の
ご
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新
潟
支
部

令
和
元
年
8
月
31
日
（
土
）、

午
後
12
時
30
分
、
新
潟
万
代
シ
ル

バ
ー
ホ
テ
ル
に
て

宮
城
支
部

令
和
元
年
９
月
６
日
（
金
）

午
後
６
時
よ
り

亜
門
（
仙
台
市
内
）
に
て

印
象
で
す
が
、
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
習
得
し
旅
行
業
に
つ
い
て
少

し
で
も
記
憶
に
残
し
、
業
種
選
択

の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
た
な
ら
目
的
を

果
た
せ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
後

輩
た
ち
の
熱
心
な
姿
で
し
た
。
こ

れ
は
こ
の
日
の
講
義
の
た
め
だ
け

に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
常
日
頃

の
先
生
方
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
と
後
輩
た
ち
の
姿
を
誇

り
に
帰
路
へ
と
つ
き
ま
し
た
。

大
学
不
動
産
連
盟
総
会

担
当
開
催
校
　
学
習
院
大
学

令
和
元
年
6
月
19
日
（
水
）、

学
習
院
創
立
百
周
年
記
念
会
館
に
て

ま
だ
ま
だ
現
役
で
し
ょ
う
か
？
若

さ
溢
れ
る
飯
山
会
で
し
た
。

韓
国
支
部

平
成
31
年
4
月
27
日
（
土
）

午
後
6
時
よ
り
、
韓
国
ソ
ウ
ル

市
内
に
て

観
光
産
業
支
部

坂
本
　
直
生

今
夏
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

部
様
よ
り
お
声
掛
け
を
頂
き
私
の

勤
め
る
旅
行
業
界
に
つ
い
て
話
を

す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
就
職
活
動
を
控
え
た
3

年
生
を
対
象
に
「
キ
ャ
リ
ア
形
成

5
」
と
い
う
科
目
で
職
業
意
識
を

醸
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
と

い
う
テ
ー
マ
の
講
義
で
す
。

私
以
外
に
も
様
々
な
業
種
で
働

く
同
窓
生
が
参
加
し
各
業
界
の
仕

事
内
容
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。就

職
と
い
う
進
路
選
び
の
参
考

に
、
業
界
の
こ
と
や
社
会
人
と
し

て
必
要
な
要
素
を
現
場
で
働
く
私

達
よ
り
生
の
声
を
聞
い
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
が
主
題
で
し
た
。

当
日
は
予
め
グ
ル
ー
プ
分
け
さ

れ
た
学
生
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
を
回

り
学
生
の
皆
さ
ん
へ
話
を
す
る
ス

タ
イ
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

旅
行
の
仕
事
と
は
・
・
・
一
般

的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
カ
ウ
ン

タ
ー
で
の
接
客
や
添
乗
業
務
の
他

に
私
達
が
行
っ
て
い
る
客
先
へ
の

営
業
活
動
、
旅
行
代
理
店
へ
の
卸

販
売
、
仕
入
部
門
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
等
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た

と
こ
ろ
、
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
て

も
ら
え
た
よ
う
で
し
た
。

今
回「
旅
行
業
界
を
目
指
そ
う
」

と
い
う
学
生
さ
ん
は
少
な
か
っ
た

広
島
支
部

令
和
元
年
９
月
７
日
（
土
）

午
後
７
時
よ
り

博
多
ぶ
あ
い
そ
別
邸
（
広
島
市

内
）
に
て

編
集
後
記

母
校
・
横
浜
商
科
大
学
は

着
実
に
一
歩
ず
つ
未
来
へ

向
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
も

歩
み
を
と
も
に
ま
い
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
報
48
号

発
行
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
会

報
は
H
P
に
10
年
間
掲
載
さ

れ
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

︱ 

紀 

︱



横浜商大同窓会会報　48号 （10）2019年10月1日発行

第４４回定期総会・懇親会のご案内
日頃より、同窓会活動にご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げます。
本会も44回を迎え、会員数も21,200名を超え、各方面で大活躍されています。
さて、令和最初の定期総会・懇親会を下記の通り開催いたします。ご多用
中とは存じますが是非ご出席いただき、会員の皆様のお力添えを母校と同窓
会にお願いしますようご案内申し上げます。

記　　　　　

日　時：2019年 11 月 9 日（土） 午後４時より総会
 午後５時より懇親会

場　所：新横浜国際ホテル（南館）TEL045-473-1311
　　　　JR新横浜駅北口　徒歩 5分
　　　　市営地下鉄新横浜駅７番出口　徒歩３分

議　案：① 2018年度 事業報告・決算報告
　　　　　（2017/10/1～2018/9/30）
　　　　② 2019年度 事業計画・予算案　
　　　　　（2018/10/1～2019/9/30）
　　　　③その他

会　費：8,000円（ご夫妻同伴大歓迎）
　　　　本年度卒業の新会員はご招待！
　　　　（2019年３月・９月卒業の方）

～懇親会には先生方・職員の方々多数出席予定です～

第１４回支部長会議
当日同ホテルにて　午後２時より開催いたします。

お問い合わせ：同窓会事務局　TEL・FAX045-583-9031

５号館２階事務局まで
月・火・木・金
午前10時から午後4時30分まで

同窓会への
連絡・質問は

校友と親睦を深めよう


